
 

練馬中学校開校記念日に寄せて 

沿革 

昭和２２（１９４７）年４月 １日 新学制施行に伴い、板橋区春日町 1-2663番地 

練馬小学校内に本校を創設。 

同年         ５月 １日 開校式挙行（生徒２３９人，職員８人） 

同年         ８月 １日 練馬区独立に伴い練馬区立練馬中学校に校名変更 

昭和２３（１９４８）年９月 １日 元逓信省無線電信学校講習所を買収し、現在地に移転 

昭和２６（１９５１）年７月２４日 新校舎上棟式挙行 

昭和２７（１９５２）年２月 ８日 新校舎竣工 

同年         ２月１９日新校舎に移転 

練馬区史より抜粋 

「…練馬小学校の南側の校舎に間借りしていた。職員は校長以下十名位であった。小学校から机・

椅子を借用していたので、全校生徒には行きわたらず、床に坐っていた生徒もいたように憶えてい

る」（旧職員・尾形寧吉氏の作文より。『練馬中学校三十周年記念誌』） 

    

 

新型コロナウィルスによる非常事態宣言下、練馬区教育委員会の指示を受け、臨時休業中に本校

は、７３回目の開校記念日を迎えました。事故なく、怪我なく、安全に過ごして下さい。 

練馬中学校防災標語『どんな時も 人が優先 大事な命』

教育目標『自主・勤勉・共生』校訓『不惜精進』

練馬中だより
《 One Step Forward (一歩前へ！) 》
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